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【公開日】平成29年11月30日(2017.11.30)
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/26     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    1/00     ３００Ｙ
   Ａ６１Ｂ    1/04     ３７２　
   Ｇ０２Ｂ   23/24     　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｂ   23/26     　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ   13/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月19日(2019.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対物光学系と、前記対物光学系で得られた被写体像を２つのピントの異なる光学像に分
割する光路分割部と、前記光学像を取得する撮像素子と、を有し、
　前記光路分割部は、２つのプリズムからなり、
　前記２つのプリズムの相対な位置関係を変化させることにより光路長差調整を行うプリ
ズム駆動部により、所望の光路長差を有する前記２つの光学像を一つの前記撮像素子上に
結像させるとともに、以下の条件式（１）、（２）を満足することを特徴とする内視鏡シ
ステム。
　０．０１＜ｌｉｍｉｔ＿ａｄｊ／ｉｍ＿ｉｈ＜１　　　…（１）
　０．０１＜ｌｉｍｉｔ＿ａｄｊ／ｆｗ＜２　　　…（２）
　ここで、
　ｌｉｍｉｔ＿ａｄｊは、光路長差調整を行うための前記プリズム駆動部による前記プリ
ズムの調整可能距離、
　ｉｍ＿ｉｈは、前記撮像素子における像高、
　ｆｗは、前記対物光学系の通常観察時の焦点距離、
である。
【請求項２】
　以下の条件式（３）を満足することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
　１＜Ｄ＿Ｐｒ０１／ｌｉｍｉｔ＿ａｄｊ＜３０　　　…（３）
　ここで、
　Ｄ＿Ｐｒ０１は、前記２つのプリズムのうち、物体側の前記プリズムの光軸上の長さ、
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　ｌｉｍｉｔ＿ａｄｊは、光路長差調整を行うための前記プリズム駆動部による前記プリ
ズムの調整可能距離、
である。
【請求項３】
　以下の条件式（４）、（５）を満足することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡シス
テム。
　０．５＜Ｄ＿Ｐｒ０１／ｆｗ＜５　　　…（４）
　１＜Ｄ＿Ｐｒ０２／ｆｗ＜１０　　…（５）
　ここで、
　Ｄ＿Ｐｒ０１は、前記２つのプリズムのうち、物体側の前記プリズムの光軸上の長さ、
　ｆｗは、前記対物光学系の通常観察時の焦点距離、
　Ｄ＿Ｐｒ０２は、前記２つのプリズムのうち、像側の前記プリズムの光軸上の長さ、
である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の少なくとも幾つかの実施形態
に係る内視鏡システムは、
　対物光学系と、対物光学系で得られた被写体像を２つのピントの異なる光学像に分割す
る光路分割部と、光学像を取得する撮像素子と、を有し、
　光路分割部は、２つのプリズムからなり、
　２つのプリズムの相対な位置関係を変化させることにより光路長差調整を行うプリズム
駆動部により、所望の光路長差を有する２つの光学像を一つの撮像素子上に結像させると
ともに、以下の条件式（１）、（２）を満足することを特徴とする。
　０．０１＜ｌｉｍｉｔ＿ａｄｊ／ｉｍ＿ｉｈ＜１　　　…（１）
　０．０１＜ｌｉｍｉｔ＿ａｄｊ／ｆｗ＜２　　　…（２）
　ここで、
　ｌｉｍｉｔ＿ａｄｊは、光路長差調整を行うためのプリズム駆動部によるプリズムの調
整可能距離、
　ｉｍ＿ｉｈは、撮像素子における像高、
　ｆｗは、対物光学系の通常観察時の焦点距離、
である。
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